事例　４.６－２　　緊急事態対応報告書（環境管理）

緊急事態対応報告書

◎事故、災害等により、環境影響が発生した場合、または、発生の可能性があった場合に報告する。

◎発生時、対応時ごとに報告する。　　　　　　　　　　（ヒヤリ・ハット）

	施設・設備名
	第一工場廃棄物置場

	発生日時
	◇◇年４月1日 13時30分

	発生場所
	廃油置場

	発見者
	製造係長

	＜発生内容・原因＞

発生内容：

昨日の地震（震度5強）によって、廃油缶６本が転倒し、うち２本から油が流出し、一部が

防液堤の外にまで流出した。

応急処置：

防液堤の中のものは、バケツで、できるだけ回収した。

また、防液堤の外に流れた油で汚染した土については、防水シートをかけ、廃棄物処理業者に処理を依頼した。

※河川に流出した様子はないようである。

	＜連絡先＞


	所属部長
	管理部署
	発見者

	
	４／２

□ □
	４／２

△ △
	４／１

○ ○

	＜対策＞

廃油缶が転倒しないよう、防止鎖で固定した。

＜原因＞

転倒防止がされておらず、転倒により、廃油缶に亀裂が発生した。

＜問題点・改善点＞

①バケツで回収できなかったものは、ウエスで吸収し、回収しようとしたが、近くにウエスがなく、総務部から新聞紙を持ってきて回収したが、時間がかかり、また多くの新聞紙を使用しないといけなかったので大量の廃棄物が発生した。

→近くにウエス置き場を設置し、常にウエスが使えるよう準備する必要がある。

②油の流出時の対応手順が文書化されていない。

→文書化した手順を作成し、定期的にテストする必要がある。

＜手順書作成（改訂）の必要性＞　■有、□無



	＜是正処置の必要性＞　□有、□無

＜是正処置報告書＞　No.　　　　　　　　　　　　
	処置確認者
	処置実施者
	処置指示者

	
	／


	／


	／




